
18歳の自立した大人の消費者

より良い社会をつくる18歳成人を目指して
“今”身につけたい力は？

これも消費者教育プロジェクトメンバー
八幡中学校校⾧ 楠本茂樹
八幡中学校教諭 西澤里穂
八幡東中学校教諭 山崎昂太郎
八幡西中学校教諭 林正人
八幡西中学校教諭 豆村楽九
安土中学校教諭 奥田拓司
安土中学校教諭 弓削久美
学校教育課指導主事 堀田直美（敬称略）

※今年度は中学校の先生中心にご協力いただきました。
取組の成果は市教育委員会のサイトにアップをしています。
是非ご覧ください。

地域の方に協力してもらいみんなで作品を
出展した「西の湖 ヨシ灯り展」（安土中）

近江八幡市消費者教育ワークショップ2022



「消費者にはどのような権利が保障され、
どのような責任を果たす必要があるのだろうか？」

「売買契約のトラブルの原因は何だろう。どうすれば防ぐこと
ができるのだろう。あってしまったときの対処法も合わせて
考えよう」

「ある家族のためにカレーの食材を選ぼう！
今まで学んだことをいかして、さまざまな
視点から考えてみよう！」

なぜ農業人口は減少しているのかな？

これも消費者教育プロジェクト2021

～中学校における教科間連携からのアプローチ～

プロジェクトリーダー
近江八幡市立八幡中学校校長 楠本茂樹

予想

・若者が農業に
興味がない
・古くさい
イメージ
・安定した職では
ないから
・高齢化
・機械化による
人員削減

＜問＞

みんなならどっちを
選ぶ？

＜結果＞

価格の安い外国
産を買う人が多
いので農家の収
入が不安定
↓
若者の農業離れ
後継者がいない
↓
食料自給率
地元の活性化
地球温暖化の
問題

解決策

【選択の視点】

・家族に必要な栄養
・地産地消
・食品ロス
・環境への配慮
・自給率向上
・安全・安心 など

「なぜ富士山は世界自然遺産に
なれなかったのだろう？」

富士山のある地域の環境がどんなものであるか
をクラス全体で共有し、こういう状況を改善す
るためには自分たちには何ができるかを考えた

「今、地球上では水資源の枯渇や人口増加が問題となっていた。
他にはどんな問題があるだろう?どう改善をしたらよいの
だろう？」
生徒の発表

【食品の選択】

ポイントに適し
た食品を選択し
よう

生徒の反応

これからの自分の生活をどう変える

消費者の
権利と責任

生徒の で
見てみると！

消費者被害への対応の仕方を学んで

自立した消費者になろうを学んで

「はじめに竹田さんはどういう思いで
家業を継いだのだろうか？」

「びわ湖にとって“よし”は
なぜ大事なのかな？
地域に人にとって“よし”とは
どういうものなのだろう。」

地産地消

感想

感想


